






＃）子宮内膜症



2.3
cm

排卵時卵胞は、約２～３ｃｍに

＃）機能性卵巣のう胞　→　一時的な卵巣嚢腫



卵巣がん





＃）　MRI　検査（約３０分）





＃）卵巣嚢腫の茎捻転





＃）　腹腔鏡による手術



＃）卵巣嚢腫管理の注意点

①　卵巣嚢腫の茎捻転（急激な腹痛）
　　→　緊急手術（多くは、附属器摘出術）
②　卵巣嚢腫の悪性変化（卵巣がん）
　　（急な増大、充実部分の出現、腹水発現）
③　治療法についての慎重な検討
　１）経過観察（２～３ヶ月ごと）
　　　（エコーや腫瘍マーカーCA125など）

　２）手術療法（腹腔鏡など）
　　　多くは、部分切除で正常な部分
　　　　　を残す


